
敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞

中国の文化Ⅸ 第10回

隋唐時代(下)

敦煌文書はなぜ封蔵されたのか



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞

「
敦
煌
文
書
」
は
、
な
ぜ
敦
煌
莫
高
窟

第
十
七
窟(

蔵
経
洞)

に
封
蔵
さ
れ
た
の
で
す

か
？

？



敦
煌
文
書
の
発
見

一
九
〇
〇
年
、
敦
煌
石
窟(

莫
高
窟)

に
暮

ら
す
王
円
籙
と
い
う
道
士
が
、
石
窟(

第
十

六
窟)

の
甬
道
に
、
小
さ
な
石
室(

第
十
七

窟)

が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。

十
一
世
紀
ご
ろ
封
印
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
こ
の
石
室
に
は
、
四
～
十
一
世
紀
ま

で
の
文
書
数
万
点
が
封
蔵
さ
れ
て
い
た
。

「
敦
煌
文
書
」
で
あ
る
。

王円籙(1850-1931)



南朝

（斉）

北朝

（北魏）

アジャンタ石窟

バーミヤーン石窟 敦煌石窟の造営開始(366年頃) 雲崗石窟の造営開始(460年頃)

竜門石窟の造営開始(493年頃)

仏教石窟文化の東伝



清朝

敦煌石窟で大量の古文書が発見される(1900年)



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞



御
影
堂
か
ら
蔵
経
洞
へ

一
九
〇
〇
年
に
第
十
七
窟(

蔵
経
洞)

が
発

見
さ
れ
た
当
時
、
石
窟
内
は
文
書
で
満
た

さ
れ
て
い
た
。

石
窟
内
に
残
さ
れ
た
碑
文
か
ら
、
こ
こ

は
元
来
、
洪
べ
ん
と
い
う
高
僧
の
像
を
祀

る
御
影
堂
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

蔵経洞内で調査するペリオ(1907年)



ＮＨＫスペシャル「敦煌」(後編)より



敦
煌
莫
高
窟
第
十
七
窟(

蔵
経
洞)

か
ら
発

見
さ
れ
た
「
敦
煌
文
書
」
は
、
な
ぜ
そ
こ

に
封
蔵
さ
れ
た
の
か
？

蔵経洞内で調査するペリオ(1907年)

？



ペ
リ
オ
の
「
西
夏
侵
攻
」
説

一
九
〇
八
年
に
第
十
七
窟(

蔵
経
洞)
を
調

査
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
は
、
こ
の
石

窟
が
封
鎖
さ
れ
た
年
代
と
理
由
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

①
古
文
書
に
記
さ
れ
た
年
号
で
最
も
新
し

い
の
は
十
世
紀
末
で
あ
る
。

②
古
文
書
の
中
に
西
夏
文
字
で
書
か
れ
た

も
の
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
、
こ
の
石
窟
は
一

〇
三
五
年
に
西
夏
が
侵
攻
す
る
前
に
、
貴

重
な
文
書
を
守
る
た
め
封
鎖
さ
れ
た
と
推

定
さ
れ
る
。

Paul Pelliot (1878-1945)



井
上
靖
の
小
説
『
敦
煌
』

ペ
リ
オ
が
唱
え
た
「
西
夏
侵
攻
」
説
を

ヒ
ン
ト
に
、
敦
煌
文
書
の
謎
を
小
説
に
し

た
作
家
が
い
る
。
井
上
靖
で
あ
る
。

井
上
靖
の
小
説
『
敦
煌
』
で
は
、
一
〇

三
五
年
の
西
夏
と
の
戦
い
の
中
、
第
十
七

窟
（
蔵
経
洞
）
に
貴
重
な
古
文
書
が
密
封

さ
れ
る
よ
う
す
が
描
か
れ
て
い
る
。

同
小
説
は
、
一
九
八
八
年
に
映
画
化
さ

れ
、
翌
年
の
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
で
最
優

秀
作
品
賞
と
監
督
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

井上靖（1907～1991）



小
説
『
敦
煌
』
の
あ
ら
す
じ

と
き
は
十
一
世
紀
初
め
の
北
宋
時
代
。

科
挙
に
失
敗
し
た
趙
行
徳
は
、
西
夏
の

文
字
に
興
味
を
持
ち
、
西
域
に
向
か
う
。

途
中
、
西
夏
の
軍
に
捕
え
ら
れ
る
が
、
漢

民
族
の
部
隊
長
・
朱
王
礼
に
救
わ
れ
、
西

夏
の
都
で
西
夏
文
字
を
学
ぶ
。

趙行徳(佐藤浩市)



小
説
『
敦
煌
』
の
あ
ら
す
じ

数
年
後
、
漢
民
族
の
部
隊
長
・
朱
王
礼

は
、
同
じ
く
漢
民
族
の
太
守
・
曹
延
恵
が

治
め
る
敦
煌
で
叛
乱
を
企
て
、
西
夏
の
皇

帝
・
李
元
昊
を
暗
殺
し
よ
う
と
す
る
。

朱王礼(西田敏行)



「敦煌」（佐藤純弥監督、1988年）



朱
王
礼
の
西
夏
皇
帝
・
李
元
昊
暗
殺
計

画
は
成
功
し
た
の
か
？

朱王礼(西田敏行)

？



映画「敦煌」（佐藤純弥監督、1988年）



第
十
七
窟
（
蔵
経
洞
）
は
ど
の
よ
う
に

作
ら
れ
た
の
か
？

？



映画「敦煌」（佐藤純弥監督、1988年）



ペ
リ
オ
の
「
西
夏
侵
攻
」
説
の
問
題
点

ペ
リ
オ
が
唱
え
た
「
西
夏
侵
攻
」
説
に

は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
っ
た
。

①
仏
教
国
で
あ
る
西
夏
か
ら
、
な
ぜ
仏
教

経
典
を
守
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か

②
突
然
の
侵
攻
で
あ
っ
た
の
に
、
な
ぜ
壁

一
面
に
壁
画
を
描
く
時
間
が
あ
っ
た
の

か

Paul Pelliot (1878-1945)



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞



一
方
、
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
ス
タ
イ
ン

は
、
一
九
二
一
年
に
出
版
し
た
調
査
報
告

書S
erin

d
ia 

の
中
で
、
ペ
リ
オ
と
は
異
な

る
説
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
説
と
は
？

①
イ
ス
ラ
ム
王
国
カ
ラ
ハ
ン
朝
脅
威
説

②
仏
教
末
法
説

③
聖
な
る
ゴ
ミ
箱
説？

Sir Aurel Stein (1862-1943)



S
erin

d
ia(

セ
リ
ン
デ
ィ
ア)

ス
タ
イ
ン
は
一
九
二
一
年
、
第
二
次
中

央
ア
ジ
ア
探
検(

一
九
〇
六
～
八
年)

に
関
す

る
報
告
書S

erin
d
ia 

を
出
版
し
て
い
る
。

本
文
三
冊
と
写
真
集
一
冊
、
地
図
集
一
冊

か
ら
な
る
こ
の
報
告
書
に
は
、
敦
煌
文
書

が
発
見
さ
れ
た
直
後
の
よ
う
す
が
写
真
と

と
も
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
】
国
立
情
報
学
研
究
所

『
東
洋
文
庫
所
蔵
』
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ



ス
タ
イ
ン
の
「
聖
な
る
ゴ
ミ
箱
」
説

「‥
‥

大
量
の
文
書
の
中
か
ら
は
、
一
〇

三
四
年
か
ら
三
七
年
の
間
に
敦
煌
を
征
服

し
、
そ
の
後
二
百
年
近
く
こ
の
地
を
支
配

し
た
西
夏(

タ
ン
グ
ー
ト)

王
朝
の
創
始
者
が

制
定
し
た
、
あ
の
奇
妙
な
文
字(

西
夏
文
字

―

引
用
者)

は
ま
っ
た
く
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。

A
u
rel

S
tein

: S
erin

d
ia v

o
l.II, 

八
二
〇
頁
、
一
九
二
一
年

Sir Aurel Stein (1862-1943)



西
夏
文
字

西
夏
王
朝(

一
〇
三
二
～
一
二
二
七)

を
建

国
し
た
、
タ
ン
グ
ー
ト
族
の
首
長
・
李
元

昊
が
、
一
〇
三
六
年
に
制
定
し
た
文
字
。

約
六
千
種
の
文
字
が
あ
り
、
学
校
教
育
や

公
文
書
の
作
成
、
仏
教
経
典
の
翻
訳
な
ど

に
使
わ
れ
た
。

謎
の
文
字
と
さ
れ
て
い
た
が
、
京
都
大

学
の
西
田
龍
雄
氏
ら
が
解
読
に
成
功
し
た
。西夏文字で書かれた『法華経』25章(木版)



ス
タ
イ
ン
の
「
聖
な
る
ゴ
ミ
箱
」
説

と
こ
ろ
が
、
洞
窟
の
壁
画
の
上
に
は
、

数
百
の
漢
字
以
外
に
、
チ
ベ
ッ
ト
文
字
や

モ
ン
ゴ
ル
文
字
、
ウ
ィ
グ
ル
文
字
の
ほ
か
、

西
夏
文
字
が
漆
喰
の
上
に
「
ズ
グ
ラ
ッ

フ
ィ
ー
ト
」(

二
層
に
塗
っ
た
塗
料
の
上
層

を
釘
な
ど
で
削
り
下
層
の
色
を
出
す
技
法

―

引
用
者)

さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
た
。

A
u
rel

S
tein

: S
erin

d
ia v

o
l.II,

八
二
〇
頁
、
一
九
二
一
年



ス
タ
イ
ン
の
「
聖
な
る
ゴ
ミ
溜
」
説

と
な
る
と
、
自
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

こ
の
部
屋
は
、
た
と
え
ば
タ
ン
グ
ー
ト
族

な
ど
の
破
壊
的
な
侵
攻
が
原
因
で
封
印
さ

れ
、
そ
の
後
、
保
存
し
た
こ
と
自
体
が

す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

A
u
rel

S
tein

: S
erin

d
ia v

o
l.II,

八
二
〇
頁
、
一
九
二
一
年

Sir Aurel Stein (1862-1943)



ス
タ
イ
ン
の
「
聖
な
る
ゴ
ミ
溜
」
説

と
こ
ろ
が
、
こ
の
小
部
屋
で
は
ま
た
、

寺
廟
や
僧
院
で
使
用
さ
れ
、
不
要
と
な
っ

た
聖
な
る
不
要
品
の
貯
蔵
庫
と
し
て
使
わ

れ
て
い
た
の
で
は
、
と
い
う
こ
と
を
示
す

証
拠
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

A
u
rel

S
tein

: S
erin

d
ia v

o
l.II,

八
二
〇
頁
、
一
九
二
一
年

Sir Aurel Stein (1862-1943)



ス
タ
イ
ン
の
「
聖
な
る
ゴ
ミ
溜
」
説

な
か
で
も
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
経
典

の
端
切
れ
で
あ
る
漢
字
を
記
し
た
紙
切
れ

を
、
丁
寧
に
包
ん
で
縫
い
上
げ
た
小
さ
な

布
袋
で
あ
る
。

中
国
の
人
々
は
今
で
も
文
字
の
書
か
れ

た
紙
が
床
や
道
に
落
ち
て
い
る
と
、
拾
っ

て
燃
や
す
習
慣
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
明

ら
か
に
そ
れ
と
同
じ
迷
信
か
ら
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。(

完)

A
u
rel

S
tein

: S
erin

d
ia v

o
l.II,

八
二
〇
頁
、
一
九
二
一
年

Sir Aurel Stein (1862-1943)



「
敬
惜
字
紙
」
の
習
慣

経
典
を
重
ん
じ
、
因
果
応
報
を
唱
え
る

仏
教
思
想
の
影
響
を
受
け
た
中
国
で
は
、

文
字
が
書
か
れ
た
紙
を
他
の
ご
み
と
分
別

収
集
し
、
惜
字
塔
な
ど
と
呼
ば
れ
る
専
用

の
炉
で
焼
く
、
「
敬
惜
字
紙
」
の
習
慣
が

古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。

写
真
は
台
湾
に
現
存
す
る
清
代
の
惜
字

塔
「
龍
譚
聖
蹟
亭
」
。

台湾の龍譚聖蹟亭(清光緒元年(1875年))



（
宋
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
甲
卷
第
六

仏
教
経
典
の
祟
り

〔
解
説
〕

宋
の
洪
邁
は
北
宋
末
か
ら
南
宋
初
の
約

百
年
間
の
民
間
雑
事
六
千
項
目
を
集
め
た

『
夷
堅
志
』
を
編
纂
し
た
。
同
書
の
夷
堅

支
甲
卷
第
六
に
は
、
仏
教
経
典
の
祟
り
に

ま
つ
わ
る
「
兜
率
寺
經
」
と
い
う
一
篇
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。



分寧県（現江西省修水県）

仏
教
経
典
の
祟
り

分
寧
県
の
兜
率
寺
に
張
天
覚
が
著
し
た

『
円
覚
経
』
が
あ
っ
た
。
兵
火
の
後
、
近

く
に
住
む
黄
と
い
う
人
が
そ
れ
を
手
に
入

れ
た
。
寺
の
僧
が
こ
れ
を
返
す
よ
う
頼
ん

だ
が
、
同
意
し
な
か
っ
た
。

（
宋
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
甲
卷
第
六
・
兜
率
寺
經

（
宋
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
甲
卷
第
六



分寧県（現江西省修水県）

（
宋
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
甲
卷
第
六

仏
教
経
典
の
祟
り

黄
は
愚
か
な
人
で
、
そ
れ
が
尊
い
も
の

で
あ
る
と
も
知
ら
ず
、
紙
が
丈
夫
な
の
を

見
る
と
、
ば
ら
ば
ら
に
し
て
寝
台
の
敷
物

に
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ら
い
病
に

か
か
り
、
体
を
腐
ら
せ
て
苦
し
ん
だ
あ
げ

く
、
数
年
後
に
死
ん
だ
。

（
宋
）
洪
邁
『
夷
堅
志
』
夷
堅
支
甲
卷
第
六
・
兜
率
寺
經



儒
教
経
典
の
恩
返
し

〔
解
説
〕

明
の
郎
瑛(

一
四
八
七
～
？) 

の
随
筆
集

『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九
に
は
、
儒
教
経

典
の
恩
返
し
に
ま
つ
わ
る
「
王
沂
公
生
」

と
い
う
一
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九



儒
教
経
典
の
恩
返
し

宋
の
王
沂
公
①

の
父
は
、
文
字
が
書
か
れ

た
紙
が
落
ち
て
い
る
の
を
見
る
と
、
必
ず

拾
っ
て
、
香
り
を
つ
け
た
お
湯
で
洗
い
、

燃
や
し
て
い
た
。

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九
・
王
沂
公
生

【
解
説
】

①
王
曽
（
九
七
八
～
一
〇
三
八
）
、
北
宋
時
代
の
官
僚
。
貧

困
の
中
か
ら
身
を
起
こ
し
、
咸
平
年
間
、
解
試
、
省
試
、

殿
試
の
三
試
験
で
い
ず
れ
も
首
席
で
合
格
と
い
う
、
科
挙

史
に
残
る
快
挙
を
な
し
た
。

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九



儒
教
経
典
の
恩
返
し

あ
る
夜
の
こ
と
、
夢
に
孔
子
が
現
れ
、

彼
の
背
を
叩
い
て
こ
う
言
っ
た
。

「
お
前
は
（
儒
教
の
）
文
字
が
書
か
れ
た

紙
を
な
ぜ
そ
ん
な
に
大
切
に
し
て
く
る
の

か
。
お
前
は
高
齢
で
立
身
出
世
が
望
め
ぬ

の
は
残
念
だ
が
、
後
日
、(

弟
子
の)

曽
参
を

お
前
に
家
に
転
生
さ
せ
、
一
族
を
繁
栄
さ

せ
て
や
ろ
う
。
」

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九
・
王
沂
公
生

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九



儒
教
経
典
の
恩
返
し

し
ば
ら
く
す
る
と
、
夢
の
お
告
げ
の
と

お
り
男
の
子
が
生
ま
れ
た
の
で
、(

曽
参
に

ち
な
ん
で)
曽
と
名
づ
け
た
。
す
る
と
、
夢

の
お
告
げ
の
と
お
り
科
挙
に
一
番
で
合
格

し
た
。（

明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九
・
王
沂
公
生

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九



儒
教
経
典
の
恩
返
し

も
し
こ
れ
が
本
当
な
ら
、
わ
れ
ら
が
孔

子
様
も(
仏
教
が
説
く)

因
果
応
報
を
や
っ
た

こ
と
に
な
り
、
杜
甫
の
詩
に
い
う
「
孔
子

と
釋
氏
、
親
し
く
抱
き
送
る
①

」
も
嘘
で
は

な
い
よ
う
だ
。
な
ん
と
も
滑
稽
な
話
だ
。

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九
・
王
沂
公
生

【
解
説
】

①(

唐)

杜
甫
「
徐
卿
二
子
歌
」(

全
唐
詩
卷
二
一
九
所
収)

君
不
見
徐
卿
二
子
生
絶
奇
、
感
應
吉
夢
相
追
隨
。

孔
子
釋
氏
親
抱
送
、
並
是
天
上
麒
麟
兒
。

(

完)

（
明
）
郎
瑛
『
七
修
類
稿
』
巻
四
十
九



ス
タ
イ
ン
説
を
補
強
し
た
中
国
の
研
究
者

敦
煌
文
書
の
価
値
を
重
視
す
る
中
国
で

は
、
ス
タ
イ
ン
の
説
を
支
持
す
る
研
究
者

は
少
な
い
。
そ
の
中
で
、
原
資
料
に
対
す

る
綿
密
な
調
査
と
網
羅
的
な
デ
ー
タ
収
集

に
よ
っ
て
、
ス
タ
イ
ン
の
説
を
補
強
し
て

い
る
の
が
中
国
社
会
科
学
院
研
究
員
の
方

広
錩
氏(

一
九
四
八-

)

で
あ
る
。

方広錩(1948-)



方
広
錩
の
「
廃
棄
説
」

①
敦
煌
文
書
か
ら
発
見
さ
れ
た
仏
教
経

典
は
わ
ず
か
四
百
種
弱
に
過
ぎ
ず
、
当
時

の
標
準
的
な
大
蔵
経
（
唐
の
智
昇
『
開
元

釈
教
録
』
「
現
蔵
入
蔵
目
録
」
所
収
一
〇

七
六
種
）
の
半
数
に
も
満
た
な
い
。

『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)

方広錩(1948-)



方
広
錩
の
「
廃
棄
説
」

②
敦
煌
文
書
は
ほ
と
ん
ど
が
使
い
古
し

の
残
巻
で
あ
り
、
天
竿(

巻
子
本
の
巻
首
を
保

護
す
る
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
細
い
竹
や
木)

と
尾

軸(

巻
子
本
の
軸
、
左
図
参
照)

が
揃
っ
た
も
の

は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の
一
六
五
七
八

部
の
中
で
は
わ
ず
か
八
部
、
大
英
図
書
館

蔵
の
約
一
四
〇
〇
〇
部
の
中
で
も
三
〇
部

に
過
ぎ
な
い
。

『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)



方
広
錩
の
「
廃
棄
説
」

③
敦
煌
文
書
は
同
じ
経
典
の
重
複
が
多

く
、
主
要
な
八
種
の
仏
教
経
典
の
合
計
が
、

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
は
全
体

の
六
六
・
三
％
、
世
界
各
地
に
散
在
す
る

敦
煌
文
書
約
六
五
〇
〇
〇
部
の
中
で
も
四

四
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。

『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)

方広錩(1948-)



方
広
錩
の
「
廃
棄
説
」

さ
ら
に
氏
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
の

敦
煌
文
書
の
中
か
ら
「
こ
の
紙
は
故
経
処

に
安
置
さ
れ
た
し
」
と
書
か
れ
た
廃
紙

(

『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
北
敦
〇
七
七
一
一
号)

を
発
見
し
て
い
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

「
故
経
処
」
と
は
敦
煌
の
寺
院
の
中
に

あ
っ
た
廃
紙
の
保
管
場
所
を
指
す
と
い
う
。

『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)

方広錩(1948-)



敦
煌
写
本
『
啓
顔
録
』
の
発
見

敦
煌
文
書
の
中
か
ら
は
、
日
本
文
化
の

ル
ー
ツ
の
一
つ
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
も

発
見
さ
れ
た
。

唐
代
初
期
に
編
ま
れ
た
笑
話
集
『
啓
顔

録
』
は
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
＊
に

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
も

伝
来
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ

の
後
、
中
国
で
も
日
本
で
も
佚
書
と
な
っ

て
い
た
。

敦
煌
で
発
見
さ
れ
た
『
啓
顔
録
』
に
は
、

日
本
の
狂
言
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら

れ
る
二
つ
の
話
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。

＊
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』‥

平
安
時
代
初
期
の

九
世
紀
末
、
藤
原
佐
世
が
勅
命
を
受
け
て
編
纂

し
た
書
籍
目
録
。
当
時
、
日
本
に
現
存
し
た
漢

籍
の
名
と
巻
数
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。



二
〇
〇
八
年
、
能
楽
（
能
・
狂
言
）
が

文
楽
、
歌
舞
伎
と
と
も
に
国
連
教
育
科
学

文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺

産
の
代
表
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
た
。

こ
の
能
楽
の
研
究
で
世
界
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
研
究
機
関
は
ど
こ
に
あ
る

か
？

？





『
天
正
狂
言
本
』

法
政
大
学
能
楽
研
究
所
が
所
蔵
す
る
現

存
最
古
の
狂
言
台
本
。
巻
末
に
天
正
六

（
一
五
七
八
）

年
の
日
付
が
あ
り
、
中

世
末
期
の
一
〇
三
曲
の
上
演
方
法
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
な
っ
て
式
楽

化
さ
れ
る
以
前
の
狂
言
の
姿
を
伝
え
る
唯

一
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。

天正狂言本「附子砂糖」（野上記念法政大学能楽研究所蔵）



狂
言
「
附
子
」

狂
言
「
附
子
」
は
、
『
沙
石
集
』
に
記

さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
笑
話
を
題
材
に
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
敦
煌
写
本

『
啓
顔
録
』
と
『
天
正
狂
言
本
』
の
比
較

か
ら
、
そ
の
ル
ー
ツ
が
千
二
百
年
前
の
中

国
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。



和泉流狂言「附子」（野村万作・萬斎）



狂
言
「
鏡
男
」

狂
言
「
鏡
男
」
は
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教

説
話
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
、
敦
煌
写
本
『
啓
顔
録
』
と
『
天
正

狂
言
本
』
の
比
較
か
ら
、
そ
の
直
接
の

ル
ー
ツ
が
唐
代
の
中
国
に
あ
る
可
能
性
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。



敦煌莫高窟第16窟と第17窟蔵経洞

ま
と
め

敦
煌
莫
高
窟
第
十
七
窟(

蔵
経
洞)

に
文
書

が
封
蔵
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
英
国

の
ス
タ
イ
ン
が
唱
え
た
「
廃
棄
説
」
と
フ

ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
が
唱
え
た
「
退
避
説
」

の
二
説
が
あ
る
が
、
中
国
社
会
科
学
院
の

方
広
錩
氏
の
研
究
に
よ
り
、
現
在
で
は

「
廃
棄
説
」
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

敦
煌
文
書
の
中
に
は
そ
の
後
散
逸
し
た

書
籍
も
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
で
あ

る
敦
煌
写
本
『
啓
顔
録
』
は
、
日
本
の
狂

言
が
唐
代
に
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
笑
話
に

題
材
を
得
て
い
る
可
能
性
を
明
ら
か
に
し

た
。



狂
言
「
鏡
男
」

狂
言
「
鏡
男
」
は
古
代
イ
ン
ド
の
仏
教

説
話
に
ル
ー
ツ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
、
敦
煌
写
本
『
啓
顔
録
』
と
『
天
正

狂
言
本
』
の
比
較
か
ら
、
そ
の
直
接
の

ル
ー
ツ
が
唐
代
の
中
国
に
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。



方
広
錩
の
「
廃
棄
説
」

③
敦
煌
文
書
は
同
じ
経
典
の
重
複
が
多

く
、
主
要
な
八
種
の
仏
教
経
典
の
合
計
が
、

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
は
全
体

の
六
六
・
三
％
、
世
界
各
地
に
散
在
す
る

敦
煌
文
書
約
六
五
〇
〇
〇
部
の
中
で
も
四

四
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。

『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)



方
広
錩
の
「
廃
棄
説
」

③
敦
煌
文
書
は
同
じ
経
典
の
重
複
が
多

く
、
主
要
な
八
種
の
仏
教
経
典
の
合
計
が
、

中
国
国
家
図
書
館
所
蔵
の
も
の
で
は
全
体

の
六
六
・
三
％
、
世
界
各
地
に
散
在
す
る

敦
煌
文
書
約
六
五
〇
〇
〇
部
の
中
で
も
四

四
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。

『
方
広
錩
敦
煌
遺
書
散
論
』

(

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年)


